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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は，長野県にける成立期小学校社会科のカリキュラム開発の実態の解明であ
った。１年目は，1945年から1948年にかけての長野県内の公民教育と社会科実践の実態に関わる史料を収集し，分析し
た。2年目は，1949年から1953年にかけての長野県学習指導要領の編纂過程に関わる史料を収集し，分析した。その結
果，信濃教育会教育研究所が文部省教科書局や実験学校と連携して社会科のカリキュラム開発を推進したことが明らか
になった。
　

研究成果の概要（英文）：In this two-year study,I aimd at clarification of curriculum development of 
Initial Social Studies Education in Nagano prefecture.In the first year,I collected and analyzed 
historical records about civic education and social studies education from 1945 to 1948. In the second 
year.I collected and analyzed historical records about the Workbooks of Social Studies in Shinano 
Kyouikukai and the editing procedure Course of Study for Social Studies in Nagano Prefecture from 1949 to 
1953. As a result, A Research Institute for Education in Shinano Kyouikukai were in corporation with the 
Text-book Bureau of Ministry of Education and Experimental School to promote the curriculum development 
of Initial Social Studies Education.
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１．研究開始当初の背景 
 わが国の社会科教育史では，成立期社会科
の理念を一つの完成形態と見なし，その後の
社会科教育の史的展開を理念が崩壊してい
く過程と描いてきた。この問題に対し，制度
史・行政史と教科論史・カリキュラム論史の
視点から社会科の制度的に成立した過程や
昭和 22 年度版社会科学習指導要領の編纂過
程と内容構成の検討がなされ，社会科成立の
歴史的意義と同時に，成立期社会科が抱えて
いた問題点も指摘されてきた。 
 一方で，実践史の視点による研究では，有
名な学校や実践者による個別実践，一部の地
域における社会科実施の分析が中心になさ
れてきた。そのため，上記のような文部省が
進めた社会科研究とその意図が，各学校や地
域の実情に合わせてどのように多様な展開
がなされたのかについては不明確であり，課
題となっている。 
 本研究は，こうした社会科成立史研究の状
況を踏まえ，占領期の長野県を事例として選
定した。占領期の長野県では，文部省教科書
局教材研究課長である青木誠四郎や社会科
学習指導要領編纂の中心となった重松鷹泰，
長坂端午，勝田守一，馬場四郎等の指導を受
けながら，長野師範学校男子部附属小学校と
長野師範学校女子部附属小学校の教師，信濃
教育会，郡市教育会，長野県教育委員会，公
立学校が一丸となって社会科の普及に尽力
した。そのため，長野県は，全国に先駆けて，
1948 年度末に地方版社会科教科書（社会科
学習帳），1949年 9 月末には，長野県版社会
科カリキュラムを完成させている。 
 こうした長野県が文部省教科書局との結
びつきが強かったという状況を踏まえて，占
領期の長野県における社会科教育の実態を
体系的に明らかにした研究は管見の限り存
在しない。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，全国に先駆けて社会科の
実施を推進した長野県における成立期小学
校社会科のカリキュラム開発の実態を文部
省教科書局との関わりに着目して明らかに
することにある。研究代表者のこれまでの研
究で明らかにしてきた文部省教科書局によ
る社会科研究とその意図が，地域で如何に具
体化されていったのかを長野県の状況に即
して検討するものである。 
 
 
３．研究の方法 
 長野県における成立期小学校社会科カリ
キュラム開発の実態を解明するために，本研
究で掲げた課題は以下の 3つである。 
 
ａ．1945〜1948年度内における公民教育か 
 ら社会科への展開過程について，関係史料 
 の収集・整理・分析を通して明らかにする。 

 具体的には，1946，1947年度文部省教科 
 書局実験学校に指定された長野師範学校 
 男子部附属小学校による公民教育研究と 
 社会科教育研究の動向，信濃教育会，郡市  
 教育会の新教育研究の動向を踏まえて明 
 らかにする。 
 
b．信濃教育会が取り組んだ社会科学習帳の 
 編纂について，関係史料の収集・整理・分 
 析を通して明らかにする。 
  具体的には，信濃教育会における社会科 
 学習帳の編纂体制と編纂過程，長野師範学 
 校男子部附属小学校による社会科研究の 
 動向とその研究成果との関わりを踏まえ 
 て，社会科学習帳編纂の実態を明らかにす 
 る。 
 
c．長野県版社会科学習指導要領の編纂過程と 
 内容構成の特徴について，関係史料の収 
 集・整理・分析を通して明らかにする。 
  具体的には，信濃教育会教育研究所の研 
 究員が進めた社会科カリキュラム研究の 
 動向，文部省の事務官をはじめとする指導 
 者の指導とその内容，長野県教育委員会に 
 よる関わりを踏まえて，長野県版社会科学 
 習指導要領の作成過程と内容構成の特徴 
 について明らかにする。 
  
 
４．研究成果 
（１）1年目の主な研究成果 
 
 1年目は，課題 aと課題 bに取り組んだ。 
課題 aについては，信濃教育会，郡市教育会，
長野師範学校男子部附属小学校・長野師範学
校女子部附属小学校関係史料を調査し，史料
の収集・整理・分析に努めた。 
 その結果，次の 2 つの事実を発見した。1
つ目は，1945 年末から信濃教育会が進めた
新教育研究会や公民教育発表会，長野県内の
郡市教育会が進めた新教育研究会において，
中心的な指導者の 1人として文部省教科書局
教材研究課長である青木誠四郎が頻繁に関
わっていたことである。 
 2つ目は，1947年以降に教科学習とその指
導法について県内の各郡市教育会において，
一会場を選定し研究授業とその検討を行う
ことを目的とした実際教育研究協議会が開
催され，その会の講師として，文部省教科書
局の事務官や教科書局実験学校の教官が指
導を行っていたことである。特に，社会科の
研究が行われた 1947年度（9〜12月に開催）
においては，文部省教科書局からは，長坂端
午，上田薫，馬場四郎，文部省教科書局実験
学校からは，長野師範学校男子部附属小学校
と東京第二師範学校男子部附属小学校の教
官が関わり，作業単元の設定の問題について
議論を行った。ここでの議論は，文部省で『小
学校社会科学習指導要領補説』の編纂中であ
ったという状況や文部省教科書局実験学校



での研究の状況が反映された議論の内容で
あった。 
 課題 bについては，信濃教教育会による社
会科学習帳の編纂に関わる信濃教育会関係
史料を収集・整理し，特に編纂体制や編纂過
程に着目した分析に努めた。 
 その結果，これまでの先行研究でも指摘さ
れてきた社会科学習帳の各単元の内容や児
童の実態の重視という諸特徴の背景が明ら
かになった。すなわち，これらの諸特徴の背
景には，文部省で進められていた『小学校社
会科学習指導要領補説』の編纂状況と県内の
学校の社会科研究の状況，国民学校期の長野
師範学校男子部附属小学校で行われた教科
研究に関わった教官らを中心とする社会科
学習帳の編纂体制が関係していることが明
確になった。 
 これらの成果の一部は，学会発表 1件と学
術論文 3件として公にした。 
 
（２）2年目の主な研究成果 
 
 2 年目は，課題 c に取り組んだ。具体的に
は，信濃教育会教育研究所，長野県教育委員
会，各郡市教育会の社会科カリキュラム関係
史料を調査し，史料の収集・整理・分析に努
めた。 
 主な成果は，次の 2点である。1点目は， 
『長野県カリキュラム実験試案 社会編』
（1949年）が，1947年度から進められた信
濃教育会教育研究所による社会科カリキュ
ラム研究の成果，文部省教科書局教材研究課
長であり，信濃教育会教育研究所の顧問であ
った青木誠四郎，文部省教科書局の長坂端午，
勝田守一や東京教育大学の石山脩平，馬場四
郎，梅根悟等の学者の指導や 1948 年度指定
文部省教科書局実験学校によるカリキュラ
ム研究の動向を踏まえて検討がなされた上
で作成されたものであったことである。また，
その際，長野県社会科教育史やカリキュラム
史において長野県内における社会科研究の
先進校と評価されてきた長野市立若槻小学
校，社会科研究の先進地域とされてきた諏訪
教育会や下伊那教育会に属する小学校や中
学校が，実験学校として関わって社会科研究
を進めていたことが明らかになった。 
 2点目は，『改訂版 長野県社会科カリキュ
ラム試案 社会編』（1950年）の編纂は，長
野県教育委員会が指定した実験学校（小学校，
中学校計 34 校）による『長野県カリキュラ
ム実験試案 社会編』の実験評価と青木誠四
郎による学習能力研究の指導が関係してい
たことである。この実験評価の結果，『長野
県カリキュラム実験試案 社会編』では不十
分なものであった能力表，要素表，学年目標
が明確なものとなり，各単元の指導計画も単
元ごとに具体化がなされた。この『改訂版 
長野県社会科カリキュラム試案 社会編』は，
のちに長野県内の社会科教育実践の形式を
作っていくことになる。しかしながら，実験

学校に指定された学校では，この実験評価の
研究の影響により，当校が進めていた独自の
社会科カリキュラム研究が中断されるとい
う事態を招いたとして，のちに批判的な評価
がなされている状況も明らかになった。 
 これらの成果は，学会発表 1件として公に
する。 
 
 
（３）今後の展望 
 
 本研究をさらに進展させ，成立期小学校社
会科の確立過程を明らかにするための展望
として，理論史研究と実践史研究の立場から
以下のことが指摘される。 
 理論史研究としては，長野県内の社会科研
究において影響を与えた重要な人物である
青木誠四郎の思想を明らかにすることであ
る。青木は，文部省による学習指導要領の編
纂，社会科教育関係政策において重要な役割
を果たしたばかりでなく，長野県における社
会科教育の展開過程においても重要な役割
を果たした。青木の思想を明確にすることで，
文部省が目指したものが明確になるととも
に，長野県の社会科教育の展開過程をより明
確にすることに繋がると考えられる。 
 実践史研究としては，長野県内の社会科カ
リキュラム開発の実態を，本研究で明らかに
した長野県版社会科カリキュラムの影響を
踏まえて解明することである。長野県版社会
科カリキュラムの作成過程で，実験学校や先
進校，先進地域でのカリキュラム開発が促進
された事実と一方で，学校独自の研究を中断
させたという事実がある。このプラス面とマ
イナス面を踏まえて，長野県内の社会科実践
の展開過程をさらに検討することで，成立期
小学校社会科の確立過程がより明確になる
と考える。 
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